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　はじめに

シマガツオ科 Bramidaeは日本近海には 6属 10

種が分布している（波戸岡・甲斐，2013; Hibino 

et al., 2014）．シマガツオ科魚類の多くは外洋性で

（谷津・中村，1988），ひじょうに広域に分布する

種も少なくない（Mead, 1972）にも関わらず，過

去に行われた鹿児島県内における魚類相調査（た

とえば今井・中原，1969；財団法人鹿児島市水族

館公社，2008；Motomura et al., 2010）においても

シマガツオ科魚類の報告は少ない．

そこで，本研究では鹿児島県におけるシマガ

ツオ科魚類相を明らかにするため，鹿児島大学総

合研究博物館に所蔵されている鹿児島県産シマガ

ツオ科魚類標本の調査を行った．その結果，6属

9種を確認したため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はMoteki et al. (1995)にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを

用いて 0.1 mmまで行った．各種の生鮮時の体色

の記載は，固定前に撮影された鹿児島県産標本の

カラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

固定方法は本村（2009）に準拠した．種の標準和

名と学名は波戸岡・甲斐（2013）にしたがった．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館

のデータベースに登録されている．本報告中で用

いられている研究機関略号は以下の通り．BSKU–

高知大学理学部海洋生物学研究室；FAKU–京都

大学；FRLM–三重大学大学院生物資源学研究科

附属水産実験所；KAUM–鹿児島大学総合研究博

物館；MSM–東海大学海洋学部博物館；OCA－

沖縄美ら海水族館；OMNH－大阪市立自然史博

物館；WMNH-PIS-WW－和歌山県立自然博物館

池田魚類コレクション．

　結果と考察

鹿児島県で採集されたシマガツオ科魚類 6属 9

種を以下に示す．

Brama dussumieri Cuvier, 1831

ヒメシマガツオ　（Fig. 1）

標本　5個体（体長 46.6–85.9 mm）：KAUM–I. 

9917, 体長 85.9 mm，南さつま市笠沙町片浦高崎

山地先（31°26′00″N, 130°10′05″E），水深 36 m，

2008年 5月 1日，定置網，寺田正俊；KAUM–I. 

24553，体長 52.7 mm，南さつま市笠沙町片浦高

崎山地先（31°26′00″N, 130°10′05″E），水深 36 m，

2009年 4月 6日，定置網，伊東正英；KAUM–I. 

30444, 体長 46.6 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町
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片浦崎ノ山東側（31°25′44″N, 130°11′49″E），水深

27 m，2010 年 5 月 6 日，定置網，伊東正英；

KAUM–I. 55366，尾部欠損のため体長計測不可，

鹿児島県南さつま市笠沙町片浦崎ノ山東側

（31°25′44″N, 130°11′49″E），水深 27 m，2013年 4

月 4日，定置網，伊東正英；KAUM–I. 62399, 体

長 78.1 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町野間岬南

側（31°24′49″N, 130°07′00″E），水深 27 m，2014

年 5月 10日，定置網，伊東正英．

記載　背鰭軟条数 33–35；臀鰭軟条数 27；胸

鰭軟条数 19–20；縦列鱗数 57–60；第 1鰓弓上枝

上の鰓耙数 3–4；第 1鰓弓下枝上の鰓耙数 9–11；

第 1鰓弓総鰓耙数 12–14．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

尾叉長 113.6–119.7；体高 55.4–58.8；体幅 11.4–

12.3；頭幅 11.9–12.3；背鰭前長 40.5–44.3；臀鰭

前長 57.4–58.9；腹鰭前長 40.3–43.2；胸鰭前長

27.5–30.2；背鰭基底長 54.2–58.5；臀鰭基底長

46.4–49.1；背鰭起部から胸鰭起部までの長さ

36.8–38.6；胸鰭長 31.7–35.9；腹鰭長 12.8–20.7；

背鰭第 5軟条長 19.0–28.7；臀鰭第 5軟条長 10.3–

16.5；尾鰭上葉長 60.0–68.0；尾鰭下葉長 35.1–

50.7；尾鰭中央軟条長 13.3–18.1；尾柄長 12.0–

13.8；尾柄高 7.1–7.9；頭長 27.9–29.4．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

18.9–23.9；眼径 27.8–40.5；眼隔域幅 24.9–27.8；

上顎長 52.2–56.2．

体は前後方向に長い楕円形で，強く側扁する．

頭部背縁は凸出し，眼隔域は著しく突出する．体

の輪郭は背腹が同程度に膨らむが，腹縁は臀鰭起

部で折れ曲がる．体高は頭長の 192.7–208.2%と

高く，背鰭起部で最大．眼窩は背腹方向に長い楕

円形．瞳孔は円形．鼻孔は 2対で眼の前方に位置

する．前鼻孔は円形，後鼻孔は背腹方向に長い長

楕円形をそれぞれ呈し，互いに近接する．胸鰭は

腹鰭起部および背鰭起部よりも前方に位置し，胸

鰭後端は背鰭第 16–17軟条起部直下，臀鰭第 7–8

軟条起部直上に達する．胸鰭基部下端と腹鰭起部

の間隔は体長の 10.1–11.6%，頭長の 35.0–41.7%．

腹鰭起部は背鰭起部より前方に位置し，胸鰭起部

直下に位置する．たたんだ腹鰭の後端は背鰭第

9–10軟条起部直下に達する．腹鰭は腋鱗を有す

る．左右の腹鰭は近接する．背鰭起部は鰓蓋上端

および腹鰭基底後端より後方に位置する．背鰭基

底後端は臀鰭基底後端直上に位置する．背鰭は後

方にいくにしたがって低くなる．背鰭基底部は被

鱗する．臀鰭起部は胸鰭起部よりも後方，背鰭第

10–11軟条直下に位置する．背鰭と臀鰭は折りた

たむことができない．尾鰭は深く湾入し，上葉は

下葉よりも長い．体側鱗は縦長の円鱗で硬く，剥

がれにくい．頭部，主上顎骨，鰓蓋，背鰭および

臀鰭は被鱗するが，下顎と吻部は無鱗．尾柄から

尾鰭基底の鱗は後方にいくにしたがって徐々に小

さくなる．鰓耙は細長く鰓弁より短い．鰓耙の先

端は丸い．擬鰓を有する．口は大きく，上顎後端

は眼の前縁を越え，下顎先端は上顎先端よりも突

出する．主上顎骨後端は露出し，丸みを帯びる．

上顎には鋭い円錐形の歯が 1列に並ぶ．下顎には

鋭い円錐形の歯が 2列に並び，下顎先端には倒す

ことのできない 2対の大きい牙状の歯がある．側

線は不明瞭であるが完全で，鰓蓋後縁上方から尾

柄にかけて，体背縁に並走する．

色彩　体背面は一様に藍色がかった黒色．体

側および体腹面は一様に銀白色．背鰭軟条は水色

がかった透明．背鰭鰭膜は淡い黒色．胸鰭は一様

に白色透明で，鰭条外縁は黒色に縁どられる．腹

鰭は一様に白色．臀鰭の地色は一様に白色で，臀

鰭基底部付近に淡い黒色縦帯が入り，臀鰭後部外

縁は黒色に縁どられる．尾鰭は一様に黒色である

が，上下両葉の後端部は黒色が濃く，基底部付近

は黄色を帯びる．虹彩は銀白色で，瞳孔は黒みが

かった藍色．

分布　北緯 35°から南緯 40°にかけてのインド・

太平洋および北緯 40°から南緯 25°にかけての大

西洋に広く分布する（Mead, 1972; Last and Moteki, 

2001；波戸岡・甲斐，2013）．国内では，相模湾

から九州南方にかけての黒潮流域，京都府舞鶴か

ら長崎県五島列島にかけての対馬暖流域，東シナ

海，八重山諸島，九州―パラオ海嶺（鈴木・細川，

1994; Omori et al., 1997；谷津，1997e；河野ほか，

2011；三浦，2012；波戸岡・甲斐，2013），およ

び鹿児島県薩摩半島南西岸（本研究）から報告が
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ある．

備考　鹿児島県産の標本は，胸鰭基部下端と

腹鰭起部の間隔が体長の 10.1–11.6%，頭長の

35.0–41.7%であること，胸鰭軟条数が 19–20で

あること，縦列鱗数が 57–60であること，および

尾鰭上葉長が体長の 60.0–68.0%であるなどの特

徴がMead (1972)やLast and Moteki (2001)，波戸岡・

甲斐（2013）の報告した Brama dussumieriの標徴

とよく一致した．本種は同属他種と比較して，胸

鰭基底下端と腹鰭起部の間隔が体長の 12%以下，

頭長の 42%以下であること，縦列鱗数が 57–65

であること，および尾鰭上葉長が体長の 50%以

上であることなどから識別される（Mead, 1972; 

Moteki et al., 1995；波戸岡・甲斐，2013）．

Brama dussumieriを日本から初めて報告したの

は望月（1984a）と思われる．彼は B. dussumieri

を B. myersiとして小笠原諸島から報告すると同

時に本種に対して和名オナガシマガツオを提唱し

た．また，望月（1984c）は本種を B. dussumieri

として相模湾と駿河湾から報告した．山田（1986a）

はオナガシマガツオ B. myersiを東シナ海から報

告している．これらの記録に基づき波戸岡（2000）

は B. myersiの国内における分布を小笠原諸島お

よび東シナ海とし，和名をオナガシマガツオとし

た．しかし，現在，望月（1984a）と山田（1986a）

の B. myersiはMead (1972)の B. dussumieriである

とされており，日本から B. myersiは記録されて

いないと考えられている（山田ほか，2007；波戸

岡・甲斐，2013）．その後，谷津・中村（1988）

は B. dussumieriに対し，和名ヒメシマガツオを提

唱した．鈴木・細川（1994）はヒメシマガツオ 5

個体（OMNH-P 2402, 2407, 2732, 2733, 3059）を

兵庫県美方郡新温泉町浜坂から報告し，Omori et 

al. (1997)は奄美諸島東方沖から四国南方沖にか

けての黒潮流域東縁辺部における本種の成熟と産

卵 生 態 を 報 告 し た． 鈴 木 ほ か（2000） と

Shinohara et al. (2011)は鈴木・細川（1994）が報

告した個体に浜坂産の 1個体（OMNH-P 6249）

を加え，計 6個体のヒメシマガツオを報告した．

高木ほか（2010）は愛媛県南宇和郡愛南町から得

られたヒメシマガツオ 1個体を報告し，三浦

（2012）は本種が稀に沖縄島近海で釣獲され，エ

チオピアと称されることを報告した．波戸岡・甲

斐（2013）は B. myersiは日本から記録がないとし，

B. dussumieriの標準和名をヒメシマガツオとし

た．

これまで知られていたヒメシマガツオの国内

における分布は上述の「分布」の項のとおりであ

り，本調査標本は鹿児島県における本種の標本に

基づく初めての記録である．

Fig. 1. Fresh specimens of Brama dussumieri. A, KAUM–
I. 30444, 46.6 mm SL; B, KAUM–I. 24553, 52.7 mm SL; 
C, KAUM–I. 62399, 78.1 mm SL; D, KAUM–I. 9917, 85.9 
mm SL. All specimens were collected from Minami-satsuma, 
Kagoshima Prefecture, Japan.



76

Nature of Kagoshima Vol. 41, Mar. 2015 RESEARCH ARTICLES

Brama japonica Hilgendorf, 1878

シマガツオ　（Fig. 2）

標本　KAUM–I. 68642，体長 391.0 mm，鹿児

島県熊毛郡中種子町坂井熊野漁港東方 24 km

（30°27′N, 130°58′E），水深 200 m，2015年 2月 2日，

釣り，川南　進．

記載　背鰭軟条数 35；臀鰭軟条数 29；胸鰭軟

条数 19；縦列鱗数 75；第 1鰓弓上枝上の鰓耙数 5；

第 1鰓弓下枝上の鰓耙数 10；第 1鰓弓総鰓耙数

15．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

尾叉長 111.3；体高 43.7；体幅 12.0；頭幅 12.5；

背鰭前長 38.1；臀鰭前長 52.6；腹鰭前長 37.9；胸

鰭前長 28.1；背鰭基底長 57.6；臀鰭基底長 45.6；

背鰭起部から胸鰭起部までの長さ 29.6；胸鰭長

38.9；腹鰭長 8.1；背鰭第 5軟条長 18.8；尾鰭上

葉長 28.9；尾鰭下葉長 30.9；尾鰭中央軟条長

11.9；尾柄長 12.8；尾柄高 5.7；頭長 26.2．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

29.7；眼径 23.5；眼隔域幅 29.5；上顎長 46.8．

体は前後方向に長い卵形で，強く側扁する．頭

部背縁は凸出し，眼隔域は著しく突出する．体の

輪郭は背腹が同程度に膨らむが，腹縁は臀鰭起部

で折れ曲がる．体高は頭長の 166.6%と高く，背

鰭起部で最大．胸鰭起部は鰓蓋後縁よりも後方に

位置し，基底下端は腹鰭第 5軟条起部直上に位置

する．胸鰭後端は尖り，背鰭第 20軟条起部と第

21軟条起部直下の間，臀鰭第 14軟条起部直上に

達する．腹鰭起部は胸鰭第 8軟条起部直下に位置

し，基底後端は背鰭第 3軟条起部直下に位置する．

たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 9軟条起部直下に達

する．腹鰭は腋鱗を有し，左右の腹鰭は近接する．

背鰭起部は胸鰭第 19軟条起部直上に位置し，背

鰭基底後端は臀鰭基底後端直上に位置する．臀鰭

起部は背鰭第 12軟条起部直下よりもわずかに後

方に位置し，臀鰭基底後端は背鰭基底後端直下に

位置する．尾鰭は二叉型で，深く湾入する．尾柄

から尾鰭基底の鱗は徐々に小さくなる．体側鱗は

縦長の円鱗で硬く，剥がれにくい．頭部，主上顎

骨，鰓蓋，背鰭および臀鰭は被鱗するが，下顎，

吻部は無鱗．尾柄から尾鰭基底の鱗は後方にゆく

に従って徐々に小さくなる．鰓耙は細長く，先端

は丸い．擬鰓を有する．鰓蓋および前鰓蓋骨の後

縁は円滑．眼および瞳孔は背腹方向に長い楕円形．

鼻孔は 2対で眼の前方に位置する．前鼻孔は円形，

後鼻孔は背腹方向に長い長楕円形を呈し，互いに

近接する．上顎には鋭い円錐歯が 1列に並ぶ．下

顎の外側には鋭い円錐歯が 1列に等間隔に並び，

その内側には小円錐歯が 1列に並ぶ．

色彩　体背面は黒色．体側上部は暗い錆色で，

体側下部および体腹面は鉄黒色．背鰭は一様に焦

げ茶色で，後縁は白色に縁どられる．臀鰭は黒み

を帯びた焦げ茶色．胸鰭は半透明の淡い白色をし

ており，後端は白い．腹鰭は乳白色透明で，基底

部は暗褐色を呈する．尾鰭は一様に黒みを帯びた

焦げ茶色であるが，下縁は白色．虹彩は鉄黒色．

分布　北太平洋の亜熱帯から亜寒帯域にかけ

て広く分布する（Mead, 1972；谷津，1997a; Seki 

and Mundy, 1991; Kim et al., 2005；波戸岡・甲斐，

2013）．国内では，北海道から土佐湾にかけての

太平洋，北海道から九州北岸にかけての日本海，

伊豆諸島，小笠原諸島，東シナ海大陸斜面上部域，

九州―パラオ海嶺（赤崎，1982a；尼岡ほか，

1995；魚津水族博物館，1997；谷津，1997a；前田・

筒井，2003；岡，2004；山田ほか，2007；河野ほ

か，2011；波戸岡・甲斐，2013），および鹿児島

県大隅諸島種子島（本研究）から報告がある．

備考　鹿児島県産の標本は，胸鰭基部下端と

腹鰭起部の間隔が体長の 9.4%，頭長の 35.8%で

あること，臀鰭軟条数が 28であること，および

縦列鱗数が 75であることなどの特徴が Mead 

(1972)や谷津・中村（1988），波戸岡・甲斐（2013）

の報告した Brama japonicaの標徴とよく一致し

た．本種は日本産の同属他種と比較して，胸鰭基

底下端と腹鰭起部の間隔が体長の 12%以上，頭

長の 42%以上であること，縦列鱗数が 65–75で

あること，背鰭軟条数が 33–36，臀鰭軟条数が

27–30であることなどから識別される（Mead, 

1972; 谷津・中村，1988；Moteki et al., 1995；波

戸岡・甲斐，2013）．記載標本の鮮時の色彩は上

述の通りであるが，本種は生きているときは体側
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が銀白色を呈しており，死後急速に黒褐色に変化

することが知られている（望月，1984b，1985；

尼岡ほか，1995；谷津，1997a；岡，2004）．

Brama japonicaは日本近海から得られた個体に

基づき，Hilgendorf（1878）によって記載された．

Steindachner and Döderlein (1884)は日本近海から

本種を B. rayiとして報告した．Jordan et al. (1913)

は B. japonicaと B. raiiに対しそれぞれ和名ハマ

シマガツオとシマガツオを提唱した．岡田・松原

（1938）は B. japonicaの和名をシマガツヲ，B. 

raiiの和名をハマシマガツヲとし，前者を後者の

新参異名とみなし，東京市場でエチオピアと呼称

されることを報告した．Abe (1952)は本種を B. 

raiiとし，和名をハマシマガツオとしてカムチャ

ツカ半島東岸から報告した．また彼は，1933年

当時，市場関係者間において，本種がクロマナと

呼称されていたが，エチオピア連邦民主共和国と

日本の国交が盛んとなった 1935年から 1937年に

かけて本種が日本太平洋岸において大量に漁獲さ

れ，東京の鮮魚店に多数陳列されたことから，

1935年以降本種が，エチオピアと呼称されるよ

うになったことを報告している．その後，

Kamohara (1952)は B. japonicaを B. raiiとして高

知県から報告し，松原（1955）は B. japonicaを

Lepidotus brama，和名をシマガツオ（エチオピア）

とし，B. japonicusと B. raiiを L. bramaの新参異

名であると考えた．その後，Mead (1972)は L. 

bramaと B. japonicaがそれぞれ別種であり，B. 

raiiは L. bramaの新参異名であることを示し，日

本近海に現れるのは B. japonicaのみであるとし

たが，本種の和名に関しては言及していない．益

田ほか（1975）は B. japonicaの和名をシマガツ

オとし，エチオピアは俗称とし，本種が日本各地

に分布すると報告した．赤崎（1982a）は本種の

和名をシマガツオとし，九州―パラオ海嶺南部

の水深 340–620 mから得られた 2個体（体長

214–329 mm）の B. japonicaを報告した．望月

（1984b）はシマガツオが日本近海の水深 150–300 

mに生息するとした． 岡村（1985b）は体長

214–340 mmのシマガツオ 2個体（BSKU 26017，

無番号個体）を沖縄舟状海盆の水深 137–260 mか

ら報告し，望月（1985）は本種を静岡県伊豆から

報告した．魚津水族博物館（1997）はシマガツオ

17個体（体長 25.5–55 cm）を富山県魚津市，滑

川市および下荒川郡朝日町から報告し，谷津

（1997a）は本種を相模湾から報告した．また，波

戸岡（2000）は本種を日本近海に広く分布すると

し，本種の和名をシマガツオとした．鈴木ほか

（2000）と Shinohara et al. (2011)は，シマガツオ 1

個体（OMNH-P 8141）を兵庫県美方郡新温泉町

浜坂から報告し，前田・筒井（2003）は本種を北

海道日本海沿岸，太平洋沿岸及びオホーツク海沿

岸から報告した．岡（2004）は駿河湾からシマガ

ツオを報告するとともに，飼育下における本種の

遊泳の様子を報告した．山田ほか（2007）はシマ

ガツオを東シナ海，トカラ列島西方，山口県と対

馬間の海域，長崎県対馬市および台湾北東沖の海

域から報告し，河野ほか（2011）は本種を山口県

萩市沖と長門市沖から報告した．池田・中坊（2015）

はシマガツオ 1個体［WMNH-PIS-WW 15501 (1)，

体長 421 mm］を和歌山県紀伊水道から報告した．

本調査標本は鹿児島県沿岸ならびに大隅諸島

における本種の標本に基づく初めての記録であ

る．

Brama orcini Cuvier, 1831

マルバラシマガツオ　（Fig. 3）

標本　6個体（体長 58.5–265.7 mm）：KAUM–I. 

6651, 体長 163.4 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町

Fig. 2. Fresh specimen of Brama japonica. KAUM–I. 68642, 
391.0 mm SL, Tanega-shima island, Kagoshima Prefecture, 
Japan.
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片浦漁港沖（31°25′N, 130°10′E），水深 140 m，

2007年 9月 27日，刺網，宮下清和，KAUM–I. 

11844，体長 182.7 mm，KAUM–I. 11845，体長

139.1 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町沖

（31°33′82″N, 129°52′64″E），水深 10 m，2007年 9

月 28日，釣り，宮下清和；KAUM–I. 24605，体

長 58.5 mm，鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾

（31°17′N, 131°05′E），水深 40 m，2009年 5月 12日，

定置網，山田守彦；KAUM–I. 70696，体長 265.7 

mm，西之表市住吉港沖（種子島，30°39′N, 

130°53′E），2015年 3月 18日，流し網，押川重信；

KAUM–I. 71521，体長 233.7 mm，奄美大島近海，

（28°28′N, 129°28′E），前川隆則．

記載　背鰭軟条数 33–35；臀鰭軟条数 28–29；

胸鰭軟条数 19–20；縦列鱗数 50–53;

第 1鰓弓上枝上の鰓耙数 3–5；第 1鰓弓下枝上

の鰓耙数 9–11；第 1鰓弓総鰓耙数 12–15．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

尾叉長 110.8–117.3；体高 50.6–59.4；体幅 10.0–

13.5；頭幅 11.8–14.8；背鰭前長 40.6–43.9；臀鰭

前長 54.4–61.3；腹鰭前長 39.9–45.7；胸鰭前長

28.1–32.8；背鰭基底長 55.4–58.7；臀鰭基底長

43.6–50.5；背鰭起部から胸鰭起部までの長さ

32.1–36.9；胸鰭長 28.6–36.9；腹鰭長 9.0–10.9；背

鰭第 5軟条長 13.6–19.8；臀鰭第 5軟条長 5.6–5.8；

尾鰭上葉長 39.4–48.9；尾鰭下葉長 29.7–36.2；尾

鰭中央軟条長 11.0–18.7；尾柄長 10.3–14.5；尾柄

高 6.6–7.3；頭長 26.9–29.7．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

22.3–26.2；眼径 22.8–32.6；眼隔域幅 23.6–30.8；

上顎長 50.4–54.6．

体は前後方向に長い卵形で，強く側扁する．頭

部背縁は凸出し，眼隔域は著しく突出する．体の

輪郭は背腹が同程度に膨らむが，腹縁は臀鰭起部

で折れ曲がる．体高は頭長の 174.2–204.2%と高

く，背鰭起部で最大．眼窩は背腹方向に長い楕円

形．瞳孔は円形．鼻孔は 2対で眼の前方に位置す

る．前鼻孔は円形，後鼻孔は背腹方向に長い長楕

円形をそれぞれ呈し，互いに近接する．胸鰭は腹

鰭起部および背鰭起部よりも前方に位置し，胸鰭

後端は背鰭第 14–19軟条起部直下に達する．胸鰭

基部下端と腹鰭起部の間隔は体長の 13.3–16.3%，

頭長の 48.4–54.8%．腹鰭起部は背鰭起部より前

方に位置し，胸鰭第 2–5軟条起部直下に位置する．

腹鰭は腋鱗を有する．左右の腹鰭は近接する．背

鰭起部は鰓蓋上端より後方，胸鰭第 8–10軟条起

部直上に位置するが，体長 265.7 mmの個体

（KAUM–I. 70696）では胸鰭基底後端よりも後方

に位置する．背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上に

位置する．背鰭は後方にゆくに従って低くなる．

背鰭基底部は被鱗する．臀鰭起部は胸鰭起部より

も後方，背鰭第 7–14軟条直下に位置する．背鰭

および臀鰭は折りたたむことができない．尾鰭は

深く湾入し，上葉は下葉よりも長い．体側鱗は縦

長の円鱗で硬く，剥がれにくい．頭部，主上顎骨，

鰓蓋，背鰭と臀鰭は被鱗するが，下顎，吻部は無

鱗．尾柄から尾鰭基底の鱗は後方にゆくに従って

徐々に小さくなる．鰓耙は細長く鰓弁より短い．

鰓耙の先端は丸い．擬鰓を有する．口は大きく，

上顎後端は眼の前縁を越え，下顎先端は上顎先端

よりも突出する．主上顎骨後端は露出し，丸みを

帯びる．上顎には鋭い円錐形の歯が 1列に並ぶ．

下顎には鋭い円錐形の歯が 2列に並び，下顎先端

には倒すことのできない 2対の牙状の大きい歯が

ある．側線は不明瞭であるが完全で，鰓蓋後縁上

方から尾柄にかけて，体背縁に並走する．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は一様に暗青色．

体側上部は青みがかった淡い紫色．体側下部およ

び体腹面は一様に銀色．下顎先端は暗色．背鰭は

一様に黒色．臀鰭基底部は銀灰色で縁辺は黒色．

腹鰭は一様に白色．胸鰭は無色透明．尾鰭は黒色

で，後縁は白色．

固定後の色彩―体背面は暗い褐色となり，体

側および体腹面は．一様に暗い茶褐色となる．

分布　北緯 30°から南緯 30°にかけてのインド・

太 平 洋（ 谷 津・ 中 村，1988；Last and Moteki, 

2001；谷津，1997f；波戸岡・甲斐，2013; Bos 

and Gumanao, 2013）およびカリフォルニア（Mead, 

1972）に広く分布する．国内では，相模湾（波戸

岡・ 甲 斐，2013）， 三 重 県 南 部（Hibino et al., 

2014），小笠原諸島，八重山諸島（望月，1984d；

波戸岡・甲斐，2013）および鹿児島県本土，種子
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島，奄美大島（本研究）から報告がある．

備考　鹿児島県産の標本は，胸鰭基部下端と

腹鰭起部の間隔が体長の 13.3–16.3%，頭長の

48.4–54.8%であること，および縦列鱗数が 50–53

であることなどの特徴がMead (1972)や谷津・中

村（1988），Last and Moteki (2001)，波戸岡・甲斐

（2013），Bos and Gumanao（2013）の報告した

Brama orciniの標徴とよく一致した．また鹿児島

産の標本の計数・計測値はMead (1972)の示した

Brama orciniのそれらとよく一致した．本種は日

本産の同属他種と比較して，胸鰭基底下端と腹鰭

起部の間隔が体長の 12%以上，頭長の 42%以上

であること，縦列鱗数が 48–55であること，背鰭

軟条数が 32–36，臀鰭軟条数が 28–30であること

などから識別される（Mead, 1972; Moteki et al., 

1995；波戸岡・甲斐，2013）．

Brama orciniを日本から初めて記録したのは望

月（1984d）と思われる．彼は本種を小笠原諸島

と八重山諸島から報告した．その後，谷津・中村

（1988）は本種に対し，和名マルバラシマガツオ

を提唱した．波戸岡・甲斐（2013）は相模湾から

マルバラシマガツオ 1個体（FAKU 132170）を報

告し，Hibino et al. (2014)は三重県南部から体長

50.2–171.0 mm の 本 種 6 個 体（FRLM 41947, 

41948, 41952, 42115, 44438, 45351）を報告した．

したがって，これまでマルバラシマガツオの国内

における分布は小笠原諸島，相模湾，三重県南部

および八重山諸島とされており（望月，1984d；

波戸岡・甲斐，2013; Hibino et al., 2014），本調査

標本は鹿児島県（本土，大隅諸島種子島，および

奄美群島奄美大島）における本種の標本に基づく

初めての記録である．これは従来知られていた本

種の国内における分布の空白域を埋めるものであ

ると同時に，本種が八重山諸島から相模湾にかけ

て広く分布することを示唆する．

Brama pauciradiata Moteki, Fujita and Last, 1995

オオバンシマガツオ　（Fig. 4）

標本　KAUM–I. 9916，体長 49.3 mm，鹿児島

県南さつま市笠沙町片浦高崎山地先（31°26′00″N, 

130°10′05″E），水深 36 m，2008年 5月 1日，定

置網，寺田正俊．

記載　背鰭軟条数 31；臀鰭軟条数 24；胸鰭軟

条数 20；縦列鱗数 53；第 1鰓弓上枝上の鰓耙数 4；

第 1鰓弓下枝上の鰓耙数 10；第 1鰓弓総鰓耙数

14．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

尾叉長 111.9；体高 49.1；体幅 11.5；頭幅 12.4；

背鰭前長 39.0；臀鰭前長 58.7；腹鰭前長 39.7；胸

鰭前長 27.9；背鰭基底長 55.3；臀鰭基底長 41.4；

背鰭起部から胸鰭起部までの長さ 32.7；胸鰭長

Fig. 3. Fresh specimens of Brama orchini. A, KAUM–I. 24605, 
58.5 mm SL, Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, Japan; B, 
KAUM–I. 6651, 163.4 mm SL, Minami-satsuma, Kagoshima 
Prefecture, Japan; C, KAUM–I. 70696, 265.7 mm SL, Tanega-
shima island, Kagoshima Prefecture, Japan.
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27.6；腹鰭長 13.6；尾鰭上葉長 27.2；尾鰭下葉長

26.6；尾鰭中央軟条長 13.7；尾柄長 13.2；尾柄高

6.4；頭長 27.4．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

22.0；眼径 34.1；眼隔域幅 26.4；上顎長 49.9．

体は前後方向に長い卵形で，強く側扁する．体

の輪郭は背腹が同程度に膨らむ．体高は頭長の

181.6%と高く，背鰭起部で最大．胸鰭起部は鰓

蓋後縁よりも前方に位置し，胸鰭基底下端は腹鰭

第 4軟条起部直上に位置する．胸鰭の後端は尖り，

背鰭第 13軟条起部直下および臀鰭第 3軟条起部

直上をわずかに越える．腹鰭起部は胸鰭第 2軟条

起部直下に位置し．腹鰭基底後端は背鰭第 2軟条

起部直下に位置する．たたんだ腹鰭の後端は背鰭

第 6軟条起部直下に達するが，総排泄孔および臀

鰭起部には達しない．背鰭起部は腹鰭基底後端よ

りも後方に位置し，背鰭基底後端は臀鰭基底後端

直上に位置する．臀鰭起部は背鰭第 10軟条起部

直下に位置する．背鰭および臀鰭は後方に行くほ

ど低くなる．尾鰭は二叉型で，湾入する．総排泄

孔は腹鰭基底後端と臀鰭基底の間に位置する．眼

窩，眼および瞳孔は円形．鼻孔は 2対で眼の前方

に位置する．前鼻孔は円形，後鼻孔は背腹方向に

長い長楕円形をそれぞれ呈し，互いに近接する．

鰓耙は細長く鰓弁より短い．鰓耙の先端は丸い．

擬鰓を有する．口は大きく，斜めで上向き．上顎

後端は瞳孔前縁直下をわずかに越える．下顎先端

は上顎先端よりも突出する．主上顎骨後端は露出

し，丸みを帯びる．上顎および下顎には鋭い円錐

形の歯が 1列に並ぶ．下顎先端には倒すことので

きない牙状の 2対の大きい歯がある．体は，大き

く剥がれにくい円鱗に被われるが，吻部，下顎，

背鰭，臀鰭，腹鰭は無鱗．胸鰭基底部は細かい鱗

を被る．背鰭前方鱗被鱗域の前縁は中央部が突出

し，先端は瞳孔後縁間に達する．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は黒色．体側上

部は青みがかった銀白色．頭部側面，体側下部お

よび体腹面は一様に銀白色．下顎先端は黒色．尾

柄部腹面は淡褐色を呈する．背鰭軟条は黒色で，

基底部付近は白色．尾鰭は黒色で，中央部は白色

を呈する．腹鰭および臀鰭は一様に白色．胸鰭は

白色がかった透明で，上部には黒色色素が散在す

る．虹彩は黄色がかった白色．

固定後の色彩―体背面は一様に暗い褐色とな

る．

分布　オーストラリア北西部と北東部，フィ

リピン・ミンダナオ島，日本，およびハワイから

記録がある（Moteki et al., 1995; Last and Moteki, 

2001; Hibino et al., 2014）．国内では，三重県沖

（Hibino et al., 2014）と鹿児島県薩摩半島西岸（本

研究）から報告がある．

備考　鹿児島産の標本は，背鰭軟条が 31本で

あること，臀鰭軟条が 24本であること縦列鱗が

53枚であること，背鰭前方鱗が 25枚であること，

尾柄部腹面が淡褐色を呈することなどの特徴が

Moteki et al. (1995) や Last and Moteki (2001)，

Hibino et al (2014)の報告した Brama pauciradiata

の標徴とよく一致した．また鹿児島産の標本の計

数・計測値は Hibino et al. (2014) の示した B. 

pauciradiataのそれとよく一致した．

本種は同属他種と比較して，背鰭軟条数が

30–32であること，臀鰭軟条数が 22–25であるこ

と，縦列鱗数が 49–59であること，背鰭前方鱗数

が 23–28であること，および尾柄部腹面は淡褐色

を呈することなどから識別される（Moteki et al., 

1995; Last and Moteki, 2001; Hibino et al., 2014）．

Brama pauciradiataはオーストラリア北西部と

北東部およびハワイから得られた 23個体に基づ

きMoteki et al. (1995)により記載された．記載個

体のうち 16 個体はミズウオ Alepisaurus ferox 

Lowe, 1833の胃から得られている．

Hibino et al. (2014)は B. pauciradiataを日本から

初めて報告した．彼らは三重県南方から得られた

6個体（FRLM 41953, 42111, 44446, 44447, 44452, 

45335，体長 57.6–160.1 mm）に基づき本種を記

載するとともに，標準和名オオバンシマガツオを

提唱した．その後，本種の日本沿岸からの標本に

基づく報告はなく，本報告が鹿児島県におけるオ

オバンシマガツオの標本に基づく初めての記録な

らびに日本沿岸からの 2例目の記録となる．
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Eumegistus illustris Jordan and Jordan, 1922

チカメエチオピア　（Fig. 5）

標本　2個体（体長 476.0–549.0 mm）：KAUM–

I. 47904，体長 476.0 mm，与論島沖，2012年 8月

14日，KAUM魚類チーム（茶花漁港で購入）；

KAUM–I. 68443，体長 549.0 mm，喜界島近海

（28°18′N, 129°58′E），100 m以浅，釣り，2015年

1月 18日，畑　晴陵（鹿児島市中央卸売市場で

購入）．

記載　背鰭軟条数 33；臀鰭軟条数 24–25；胸

鰭軟条数 19–20；縦列鱗数 46–48;第 1鰓弓上枝上

の鰓耙数 3–6；第 1鰓弓下枝上の鰓耙数 9–12；第

1鰓弓総鰓耙数 12–18．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

尾叉長 112.9–113.5；体高 46.5–47.5；体幅 15.3–

17.3；頭幅 14.5–18.6；背鰭前長 39.7–42.0；臀鰭

前長 57.1–63.0；腹鰭前長 35.3–39.1；胸鰭前長

28.2–30.0；背鰭基底長 52.0–52.5；臀鰭基底長

33.3–36.1；背鰭起部から胸鰭起部までの長さ

31.9–35.0；胸鰭長 34.7–36.1；腹鰭長 14.0–15.1；

背鰭第 5軟条長 5.8–6.3；臀鰭第 5軟条長 10.9–

12.2；尾鰭上葉長 27.8–33.8；尾鰭下葉長 28.2；尾

鰭中央軟条長 12.5–13.0；尾柄長 15.5–16.2；尾柄

高 6.9–7.2；頭長 27.6–28.2．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

32.0–32.3；眼径 26.1–27.6；眼隔域幅 35.5–37.6；

上顎長 51.3–52.4．

体は前後方向に長い卵形で側扁し，頭部およ

び尾柄部は強く側扁する．眼隔域は強く張り出す．

体の輪郭は背腹が同程度に膨らむが，背縁は背鰭

起部で，腹縁は臀鰭起部でそれぞれ折れ曲がる．

体高は頭長の 164.8–171.7%と高く，背鰭起部で

最大．腹縁は隆起する．胸鰭起部は鰓蓋後縁より

も前に位置し，胸鰭基底下端は腹鰭起部直下また

は腹鰭第 1軟条起部直上に位置する．胸鰭後端は

尖り，背鰭第 17–20軟条起部直下に達する．腹鰭

起部は胸鰭基底下端直下または胸鰭第 2軟条起部

直下に位置し，基底後端は背鰭起部直下よりもわ

ずかに前方に位置する．たたんだ腹鰭の後端は背

鰭第 7–9軟条起部直下に達する，腹鰭は腋鱗をそ

なえており，左右の腹鰭は離れている．背鰭起部

は腹鰭基底後端直上よりもわずかに後方に位置

し，背鰭基底後は端臀鰭第 24軟条起部直上また

は臀鰭基底後端直上に位置する．臀鰭起部は背鰭

第 16–18軟条起部直下に位置し，基底後端は背鰭

基底後端直下よりも後方に位置する，背鰭および

臀鰭は僅かに鎌状で，被鱗する．尾鰭は二重湾入

型で，上下両端は伸長し，中央部が膨出する．尾

柄の背面に溝がない．尾柄から尾鰭基底にかけて

の鱗は急に小さくなる．体は，大きく剥がれにく

い円鱗で被われるが，前鰓蓋骨後部，鰓蓋後部，

吻部および下顎は無鱗．背鰭前方鱗被鱗域の先端

は瞳孔中央の間に達する．鰓耙は細長く，先端は

丸い．擬鰓を有する．鰓蓋と前鰓蓋骨の後縁は円

滑．鰓蓋後部上の鱗は鰓蓋後縁よりも後方に張り

出す．眼と瞳孔は背腹方向に長い楕円形．鼻孔は

2対で眼の前方に位置する．前鼻孔は円形，後鼻

孔は背腹方向に長いスリット状をそれぞれ呈し，

互いに近接する．上顎前部および下顎前部には鋭

い円錐形の歯が 3–4列に並び，後部では 1–2列に

なる．口蓋骨および鋤骨には鋭い円錐歯が密生す

る．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は黒色．体側は

青みがかった暗灰色か，茶色がかった黒褐色で，

個体によって変異がみられる．体側鱗の後縁は銀

白色で，網目模様を形成する．背鰭と臀鰭は一様

に銀色で，それぞれの上縁と下縁は黒色．胸鰭上

部は黒色で，下部は白色透明．腹鰭前部は暗褐色

で，後半部は灰色がかった白色．尾鰭は黒色で，

Fig. 4. Fresh specimen of Brama pauciradiata. KAUM–I. 9916, 
49.3 mm SL, Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture, Japan.
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後縁は白色．虹彩は黄色がかった暗褐色または銅

色で，瞳孔は青みを帯びた暗灰色．

固定後の色彩―体は一様に暗い褐色となる．

各鰭は一様に茶色がかった黒褐色となる．

分布　日本，フィリピン諸島東方，インドネ

シア・小スンダ列島南方，ニューギニア北岸，オー

ストラリア南東岸・北東岸，ジョンストン環礁，

ハワイ諸島，トンガ諸島，およびツアモツ諸島か

ら記録がある（Mead, 1972; Last and Moteki, 2001；

波戸岡・甲斐，2013）．国内では，小笠原諸島，

相模湾，紀伊水道，土佐湾，与論島，沖縄島，沖

縄舟状海盆北東部，九州―パラオ海嶺（赤崎，

1982b；青木，1984；谷津，1997b；Senou et al., 

2006; 三浦，2012；波戸岡・甲斐，2013；岡本，

2014a; Shinohara et al., 2014；池田・中坊，2015；

本研究），および奄美群島喜界島沖（本研究）か

ら報告がある

備考　記載標本は，背鰭と臀鰭が被鱗するこ

と，両眼間隔が突出すること，左右の腹鰭が離れ

ていること，および尾柄から尾鰭基底にかけての

鱗は急に小さくなることなどの特徴が Mead 

(1972) や Last and Moteki (2001)，波戸岡・甲斐

（2013）の報告した Eumegistus illustrisの標徴とよ

く一致した．

Eumegistus illustrisを日本から初めて報告した

のは Abe (1961)である．彼は神奈川県下足柄郡

真鶴町沖から得られた全長 158 mmの本種 1個体

を Pseudotaractes saussuriとして報告し，和名チ

カメエチオピアを提唱した．現在，彼の P. 

saussuriは E. illustrisであるとされている（Mead, 

1972；益田ほか，1975）．その後，赤崎（1982b）

は九州―パラオ海嶺南部の水深 381 mと 620 m

から得られたチカメエチオピア 4個体（体長

361.0–453.0 mm）を報告した．青木（1984）はチ

カメエチオピア 20個体を小笠原諸島から報告し，

望月（1984f）は本種を沖縄島から報告した．谷

津（1997b）は高知県御畳瀬市場に水揚げされた

チカメエチオピア 1個体を報告し，三浦（2012）

は本種が稀に沖縄島近海で釣獲され，エチオピア

と称されることを報告した．岡本（2014a）はチ

カメエチオピア 1個体（KAUM–I. 47904）を与論

島から報告し，Shinohara et al. (2014)は本種を沖

縄諸島北方沖から報告した．池田・中坊（2015）

は本種 1個体［WMNH-PIS-WW 15506 (1)，体長

343 mm］を和歌山県紀伊水道から報告した．調

査標本のうち，KAUM–I. 68443は喜界島におけ

るチカメエチオピアの標本に基づく初めての記録

である．

Pteraclis aesticola (Jordan and Snyder, 1901)

ベンテンウオ　（Fig. 6）

標本　KAUM–I. 55739，体長 518.0 mm，与論

島北東沖 5.8 km（27°08′N, 128°30′E），620 m，釣り，

2013年 7月 16日，町　英八郎．

記載　背鰭軟条数 49；臀鰭軟条数 44；胸鰭軟

条数 19；縦列鱗数 50；第 1鰓弓上枝上の鰓耙数 3；

第 1鰓弓下枝上の鰓耙数 7；第 1鰓弓総鰓耙数

10．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

尾叉長 108.1；体高 23.2；体幅 6.5；頭幅 6.1；背

鰭前長 3.3；臀鰭前長 18.5；腹鰭前長 15.5；胸鰭

前長 24.0；背鰭基底長 95.0；臀鰭基底長 84.2；背

鰭起部から胸鰭起部までの長さ 24.4；胸鰭長

20.4；腹鰭長 1.3；背鰭第 5軟条長 33.0；尾鰭上

葉長 15.2；尾鰭下葉長 14.6；尾鰭中央軟条長 6.5；

尾柄長 5.2；尾柄高 2.6；頭長 20.8．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

Fig. 5. Fresh specimen of Eumegistus illustris. KAUM–I. 68443, 
549.0 mm SL, Kikai-jima island, Kagoshima Prefecture, Japan.
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28.3；眼径 21.0；眼隔域幅 17.9；上顎長 44.3．

体は前後方向に長い長楕円形で，強く側扁す

る．体の輪郭は背腹が同程度に膨らむ．吻端は突

出する．体高は頭長の 111.7%と低く，背鰭第 20

軟条起部で最大．背鰭起部は吻部中央に位置し，

背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上に位置する．背

鰭第 4軟条は隣接する背鰭軟条と比較してかなり

太い．胸鰭起部は背鰭第 17軟条起部直下，臀鰭

第 10軟条起部直上に位置し，胸鰭基底下端は基

底上端の直下に位置する．胸鰭後端は尖り，背鰭

第 26軟条起部直下，臀鰭 19軟条起部直上に位置

する．腹鰭起部は眼の中央直下，背鰭第 6軟条起

部直下に位置し，たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 7

軟条起部直下に達する．尾鰭は二叉型で湾入する．

背鰭と臀鰭はひじょうに幅広く，鰭上は無鱗で，

基底部は前後方向に細長い鱗鞘で被われ，折りた

たむことができる．体は，大きく剥がれにくい円

鱗で被われるが，前鰓蓋骨後部，吻部および下顎

は無鱗．体側後部の鱗は中央部が後ろ向きの棘状

に隆起する．胸鰭基底内側は無鱗で，基部外側の

鱗は細かい．鰓耙は短く，鰓弁より短い．鰓耙の

先端は丸い．擬鰓を有する．鰓蓋および前鰓蓋骨

の後縁は円滑．鰓蓋後部上の鱗は鰓蓋後縁よりも

後方に張り出す．眼と瞳孔は背腹方向に長い楕円

形．鼻孔は 2対で眼の前方に位置する．前鼻孔と

後鼻孔は円形で，互いに近接する．上顎には鋭い

円錐形の歯が 2列に並ぶが，前部で約 3列となる．

口蓋骨と鋤骨には鋭い歯が密生する．下顎には 2

列の鋭い円錐歯が並ぶ．舌上は無歯．鰓条骨は 7

本．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は一様に暗い銀

色．体側および体腹面は一様に銀白色．背鰭と臀

鰭は一様に漆黒で，基底部は青みを帯びる．尾鰭

は黒色で，後縁は白色．胸鰭は淡褐色を呈する．

腹鰭は白色がかった半透明．虹彩はやや黄色が

かった銀色で，瞳孔は青みがかった黒色．

固定後の色彩―体側は一様に銀色がかった淡

褐色となる．胸鰭を除く各鰭は一様に黒色となる．

分布　ハンコック海山からハワイ諸島東方に

かけての中央太平洋，オーストラリア南東岸，日

本，カリフォルニア州からカリフォルニア半島沖

にかけての東太平洋，韓国浦項（Mead, 1972; Seki 

and Mundy, 1991; Kim et al., 2005；波戸岡・甲斐，

2013）および大西洋西部（Carvalho-Filho et al., 

2009；岡本，2014b）に広く分布する．国内では，

岩手県から琉球列島にかけての太平洋，新潟県佐

渡ヶ島，兵庫県，鳥取県，山口県の日本海，大隅

諸島屋久島，および奄美群島与論島から報告があ

る（Motomura et al., 2010；河野ほか，2011；波戸

岡・甲斐，2013；岡本，2014b；本研究）

備考　本標本は，背鰭と臀鰭がひじょうに幅

広く，鰭上は無鱗で，基底部は前後方向に細長い

鱗鞘で被われ，折りたたむことができること，背

鰭起部が吻部中央に位置すること，および背鰭第

4軟条が隣接する背鰭軟条と比較してかなり太い

ことなどの特徴がMead (1972)や Last and Moteki 

(2001)などによって定義された Pteraclis属の標徴

と一致した．また鰓条骨が 7本であること，背鰭

軟条数が 49であること，および臀鰭軟条数が 44

であることなどの特徴がMead (1972)や Last and 

Moteki (2001)，波戸岡・甲斐（2013）の報告した P. 

aesticolaの標徴とよく一致した．本種は同属他種

と比較して，鰓条骨が 7本であること，背鰭軟条

数が 46–55であること，および臀鰭軟条数が

40–44であることなどから識別される（Mead, 

1972; Last and Moteki, 2001）．

Pteraclis aesticolaは茨城県鹿嶋市沖から得られ

た 1個体に基づき Jordan and Snyder (1901)によっ

て記載された．Jordan et al. (1913)は本種に対し和

名ベンテンウオを提唱した（Mead, 1972）．その後，

蒲原（1950）はベンテンウオを高知県から報告し，

Kamohara (1952)は体長 450 mmの本種 1個体を

高知県須崎市から報告した．瀬能・菅野（2004）

はベンテンウオを屋久島元浦の水深 3 mから水中

写真に基づき報告し（Motomura et al., 2010），

Shinohara et al. (2011) は 本 種 1 個 体（OMNH-P 

65832）を兵庫県日本海沿岸から報告した．河野

ほか（2011）は山口県萩市三見沖から体長 47.0 

cm，体重 460 gのベンテンウオ 1個体を報告し，

岡本（2014b）は本種 1個体（KAUM–I. 55739）

を与論島から報告した．池田・中坊（2015）は和

歌山県日高郡みなべ町から巻き網によって得られ
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たベンテンウオ 1個体［WMNH-PIS-WW 15508 

(1)，体長 114 mm］を報告した．

Pterycombus petersii (Hilgendorf, 1878)

リュウグウノヒメ　（Fig. 7）

標本　2個体（体長 132.1–168.0 mm）：KAUM–

I. 12001，体長 168.0 mm，南さつま市坊津町沖秋

目島北側（31°21′N, 130°10′E），40 m，定置網，

2006年 6月 24日，宮内一郎；KAUM–I. 30506，

体長 132.1 mm，南さつま市笠沙町片浦高崎山地

先（31°26′00″N, 130°10′05″E），36 m， 定 置 網，

2010年 6月 7日，伊東正英．

記載　背鰭軟条数 48–50；臀鰭軟条数 37–38；

胸鰭軟条数 20；縦列鱗数 47–49；第 1鰓弓上枝上

の鰓耙数 1；第 1鰓弓下枝上の鰓耙数 7；第 1鰓

弓総鰓耙数 8．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

尾叉長 112.1；体高 36.7；体幅 8.0–10.3；頭幅

10.1–11.4；背鰭前長 13.1–15.2；臀鰭前長 29.0；

腹鰭前長 22.6；胸鰭前長 23.6；背鰭基底長 79.1–

82.2；臀鰭基底長 69.6–71.1；背鰭起部から胸鰭起

部までの長さ 22.6；胸鰭長 23.7；腹鰭長 9.2；背

鰭第 5軟条長 5.1；尾鰭上葉長 24.5；尾鰭下葉長

24.8；尾鰭中央軟条長 12.8；尾柄長 11.2–12.3；尾

柄高 5.5–5.7；頭長 23.2–24.2．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

18.0–19.6；眼径 31.6–33.8；眼隔域幅 23.2–23.5；

上顎長 54.2–54.7．

体は前後方向に長い長楕円形で，著しく側扁

する．体の輪郭は背腹が同程度に膨らむ．吻端は

丸い．下顎は突出する．体高は頭長の 151.1%と

高く，背鰭第 15軟条起部で最大．背鰭起部は瞳

孔後縁直上に位置し，背鰭基底後端は臀鰭基底後

端直上に位置する．胸鰭起部は背鰭第 9–10軟条

起部直下，臀鰭第 3軟条起部直上に位置し，胸鰭

基底下端は基底上端の直下に位置する．胸鰭後端

は尖り，背鰭第 25軟条起部直下，臀鰭 16軟条起

部直上に位置する．腹鰭起部は背鰭第 5軟条起部

直下，眼の後縁よりも後方に位置し，たたんだ腹

鰭の後端は背鰭第 13–15軟条起部直下，臀鰭第

4–5軟条起部直上に達する．腹鰭は腋鱗を有する．

臀鰭起部は背鰭第 8–11軟条起部直下に位置し，

臀鰭基底後端は背鰭基底後端直下に位置する．尾

鰭は二叉型で湾入する．背鰭と臀鰭はひじょうに

幅広く，鰭上は無鱗で，基底部は前後方向に細長

い鱗鞘で被われ，折りたたむことができる．体は，

大きく剥がれにくい円鱗で被われるが，吻部，前

鰓蓋骨後縁および下顎は無鱗．体側中央の鱗は中

央部が後ろ向きの棘状に隆起する．胸鰭基底内側

は無鱗で，基部外側の鱗は細かい．鰓耙は短く，

鰓弁より短い．鰓耙の先端は丸い．擬鰓を有する．

鰓蓋と前鰓蓋骨の後縁は円滑．眼と瞳孔は背腹方

向に長い楕円形．鼻孔は 2対で眼の前方に位置す

る．前鼻孔は円形で，後鼻孔は背腹方向に長いス

リット状を呈し，互いに近接する．上顎には鋭い

円錐形の歯が並び，後部で 1列であるが，前方に

行くに従い増加し，前縁では 4列となる．下顎に

は鋭い円錐歯が後部で 1列，前方で 3列に並ぶ．

色彩　体側は一様に銀白色．背鰭，臀鰭，腹鰭，

および胸鰭腋部は漆黒．胸鰭はやや赤みを帯びた

透明．尾鰭は黄色がかった黒色．虹彩は淡い檸檬

Fig. 6. Fresh specimen of Pteraclis aesticola. KAUM–I. 55739, 
518.0 mm SL, Yoron-jima island, Kagoshima Prefecture, Japan.
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色で，瞳孔は青みがかった黒色．

固定後の色彩―体側は一様に銀色がかった淡

褐色となる．胸鰭を除く各鰭は一様に黒色となる．

分布　南アフリカ大西洋沿岸，アフリカ東岸

から日本，ニュージーランド北方沖，キリバスに

かけてのインド・太平洋に広く分布する（Mead, 

1972; Paulin, 1981; Seki and Mundy, 1991; Last and 

Moteki, 2001；波戸岡・甲斐，2013）．国内では東

北地方から琉球列島にかけての太平洋，北海道，

青森県，新潟県，富山湾，兵庫県，島根県，山口

県の日本海，慶良間諸島，九州―パラオ海嶺，

東シナ海（赤崎，1982c；魚津水族博物館，

1997；瀬能ほか，1997；谷津，1997c；鈴木ほか，

2000；山田ほか，2007；河野ほか，2011；冨山，

2013；波戸岡・甲斐，2013；），および鹿児島県

薩摩半島西岸から報告がある（本研究）．

備考　記載標本は背鰭起部が瞳孔後縁直上に

位置すること，背鰭と臀鰭が被鱗しないなどの特

徴がMead (1972)やLast and Moteki (2001)，波戸岡・

甲斐（2013）の報告した Pterycombus petersiiの標

徴とよく一致した．

Pterycombus petersiiは Hilgendorf (1878)によっ

て，神奈川県江の島から得られた個体に基づき

Centropholis petersiiとして記載された．Jordan et 

al. (1913)は本種に対し和名リュウグウノツカイ

を提唱した．しかし，Regalecus russelii (Cuvier, 

1816)（アカマンボウ目リュウグウノツカイ科）

と混同するとの理由から，岡田・松原（1938）は，

Pterycombus petersiiに対し新たな和名リュウグウ

ノヒメを提唱した．その後，片山（1943）はリュ

ウグウノヒメ 1個体（体長 223 mm）を兵庫県豊

岡市津居山沖から報告し，田中（1952）は尾叉長

340 mmの本種 1個体および全長 430 mmの 1個

体をそれぞれ北海道室蘭市および神奈川県小田原

市付近から報告した．水沢（1964）は新潟県親不

知沖から体長 192 mmのリュウグウノヒメ 1個体

を報告し，本間・杉原（1964）は山形県鶴岡市温

海町沖から得られた本種 1個体を報告した．赤崎

（1982c）は九州―パラオ海嶺南部の水深 332–

340 mから得られた体長 175 mmのリュウグウノ

ヒメ 1個体および三重県南牟婁郡御浜町から得ら

れた体長約 20 cmの本種 1個体を報告した．魚津

水族博物館（1997）は定置網で得られた全長 23 

cmのリュウグウノヒメ 1個体を富山県滑川市吉

浦沖から報告し，瀬能ほか（1997）は沖縄県慶良

間諸島渡嘉敷島の水深 5 m付近から本種を水中写

真に基づき報告した．谷津（1997c）はリュウグ

ウノヒメを九州―パラオ海嶺から報告し，鈴木

ほか（2000）は本種 1個体（OMNH-P 12734）を

兵庫県浜坂町から報告した．前田・筒井（2003）

はリュウグウノヒメを北海道日本海側から報告

し，Shinohara et al. (2011)は本種 1個体（OMNH-P 

93916）を兵庫県日本海沿岸から報告した．河野

ほか（2011）はリュウグウノヒメが山口県下関市

日本海沿岸および萩市鯖島東方沖から得られたこ

とを報告した．また，波戸岡・甲斐（2013）は兵

庫県美方郡香美町香住から本種 1個体（FAKU 

130213）を報告した．冨山（2013）は全長約 30 

cmのリュウグウノヒメ 1個体（MSM-12-49）を

静岡県静岡市興津沖から報告すると同時に，本種

の飼育下における遊泳の様子を報告した．した

がって，記載標本は鹿児島県沿岸における本種の

標本に基づく初めての記録である．

Fig. 7. Fresh specimen of Pterycombus petersii. KAUM–I. 30506, 
132.1 mm SL, Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture, Japan.
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Taractes asper Lowe, 1843

マンザイウオ　（Fig. 8）

標本　KAUM–I. 10567，体長 549.0 mm，鹿児

島県（詳細な産地は不明）．

記載　背鰭軟条数 31；臀鰭軟条数 23；胸鰭軟

条数 18；縦列鱗数 42；第 1鰓弓上枝上の鰓耙数 5；

第 1鰓弓下枝上の鰓耙数 8；第 1鰓弓総鰓耙数

13．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

尾叉長 115.6；体高 43.4；体幅 14.6；頭幅 17.3；

背鰭前長 39.9；臀鰭前長 63.7；腹鰭前長 36.2；胸

鰭前長 32.0；背鰭基底長 52.8；臀鰭基底長 34.4；

背鰭起部から胸鰭起部までの長さ 28.9；胸鰭長

32.9；腹鰭長 14.4；背鰭第 5軟条長 34.2；尾鰭上

葉長 37.7；尾鰭下葉長 28.9；尾鰭中央軟条長

13.9；尾柄長 13.7；尾柄高 7.0；頭長 30.4．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

29.3；眼径 29.4；眼隔域幅 27.1；上顎長 53.8．

体はやや側扁し，後ろに行くほど側扁する．体

の背縁は吻端から背鰭起部にかけて僅かに膨ら

み，そこから尾鰭基底にかけて緩やかに下降する．

腹縁は下顎先端から鰓蓋後縁直下にかけて緩やか

に膨らみ，そこから直線状となったのち，臀鰭起

部で，折れ曲がる．臀鰭基底部体腹縁は直線状で，

臀鰭基底後端で再び折れ曲がり，尾鰭基底まで直

線状となる．眼隔域は平坦．吻は尖り，下顎は突

出する．体高は頭長の 142.7%と高く，背鰭起部

で最大．胸鰭起部は鰓蓋後縁よりも後方，腹鰭起

部直上に位置し，胸鰭基底下端は腹鰭基底後端よ

りも後方に位置する．胸鰭の後端は尖り，背鰭第

20軟条起部直下をわずかに超え，臀鰭第 2軟条

起部直上に達する．腹鰭起部は胸鰭起部直下に位

置し，腹鰭基底後端は胸鰭第 4軟条起部直下に位

置する．たたんだ腹鰭は背鰭第 12軟条起部直下

に達するが，総排泄孔には達しない．腹鰭は腋鱗

を有する．背鰭起部は胸鰭第 5軟条起部および腹

鰭第 4軟条起部直上に位置し，背鰭基底後端は臀

鰭第 21軟条起部直上に位置する．背鰭は鎌状を

呈し，第 5軟条が最長．臀鰭起部は背鰭第 18軟

条起部直下に位置する．臀鰭基底後端は背鰭基底

後端よりも後方に位置する．臀鰭は鎌状で，第 4

軟条が最長．体側鱗は縦長の円鱗で硬く，剥がれ

にくい．頭部，主上顎骨，鰓蓋，峡部，背鰭およ

び臀鰭は被鱗するが，下顎，吻部は無鱗．頭部被

鱗域前縁は眼の中央間に達する．体側中央から後

部にかけての鱗は中央が棘状に隆起する．尾柄中

央部の鱗は周囲の鱗とほぼ同大．鰓耙は細長く鰓

弁より短い．鰓耙の先端は丸い．擬鰓を有する．

鰓蓋と前鰓蓋骨の後縁は円滑．眼と瞳孔は背腹方

向に長い楕円形．鼻孔は 2対で眼の前方に位置す

る．前鼻孔は円形，後鼻孔は背腹方向に長いスリッ

ト状を呈し，互いに近接する．総排泄孔は臀鰭起

部前方に開孔する．上顎には鋭い円錐形の歯が 2

列に並ぶが，前縁で 2–3列となる．口蓋骨には鋭

い歯が 1列に並び，鋤骨には数本の歯が密生する．

下顎後部には鋭い歯が並び，後部は 1列であるが

前方に行くほど列が増加し，下顎前縁では約 3列

の歯帯を形成する．

色彩　体背面，背鰭および腹鰭は一様に墨色．

体側および体腹面は一様に鈍い銀白色．臀鰭を覆

う鱗は銀白色で，各軟条は黒色．胸鰭は青みがかっ

た白色．尾鰭は一様に青みがかった黒色であるが，

後縁は白色．

固定後の色彩―体背面は一様に黒褐色，体側

面および体腹面は一様に暗い茶褐色となる． 

分布　北緯 25°以北の北太平洋，チリ沖，オー

ストラリア南東岸・南岸，マダガスカル南部，南

アフリカのインド洋・大西洋沿岸，北緯 25°以北

の大西洋に広く分布する（Mead, 1972; Paulin, 

1981; Seki and Mundy, 1991； 尼 岡 ほ か，1995; 

Moteki and Nagasawa, 1998; Last and Moteki, 2001；

波戸岡・甲斐，2013）．国内では，北海道日本海・

太平洋沿岸，青森県，新潟県，相模湾，駿河湾，

土佐湾（波戸岡・甲斐，2013），および鹿児島県（本

研究）から報告がある．

備考　本標本は，吻端がとがり，下顎が突出

すること，眼隔域が平坦であること，および背鰭

と臀鰭が被鱗することなどがMead (1972)や Last 

and Moteki (2001) な ど に よ っ て 定 義 さ れ た

Taractes属の標徴と一致した．また尾柄中央部の

鱗は周囲の鱗とほぼ同大であること，胸鰭長が体
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長の 32%であることなどの特徴がMead (1972)や

Last and Moteki (2001)，波戸岡・甲斐（2013）の

報告した Taractes asperの標徴とよく一致した．

本属は世界で本種マンザイウオとツルギエチオピ

ア Taractes rubescens (Jordan and Evermann, 1887)

の 2種のみが知られる（Mead, 1972）が，マンザ

イウオは尾柄中央部の鱗が周囲の鱗とほぼ同大で

あること（ツルギエチオピアでは尾柄中央部の鱗

は大きく，隆起する），胸鰭長が体長の 36%未満

であること（36%以上），および臀鰭軟条数が

23–26であること（21–23）などから識別される

（Mead, 1972; Last and Moteki, 2001；波戸岡・甲斐，

2013）．

Taractes asperを日本から初めて報告したのは

Matsubara (1936)である．彼は相模湾から得られ

た 全 長 230 mm の T. asper 1 個 体 に 基 づ き，

Taractes platycephalusを新種記載した．その後，

片山（1943）は体長 170 mmの T. platycephalus 1

個体を兵庫県豊岡市津居山沖から報告すると同時

に，T. platycephalusに対し和名ヒラマンザイウオ

を 提 唱 し た． し か し， 松 原（1955） は T. 

platycephalusに対して，和名サガミマンザイウオ

を提唱した．その後 Abe (1961)は東京魚市場に

水揚げされた全長 560 mmの T. asperを T. raschi

として報告するとともに，和名ラッシュエチオピ

アを提唱した．本間（1962）は定置網で得られた

体長 280 mmの T. asperを T. platycephalusとして，

和名をサガミマンザイウオとして新潟県佐渡ヶ島

両津湾から報告した．また Ueno (1970)は T. asper

を T. raschiとして北海道利尻島本泊と増毛郡増毛

町沖から報告した．Mead (1972)は，日本から報

告された T. platycephalus と T. raschiiは T. asperで

あるとしたが，本種の和名に関しては言及してい

ない．また，益田ほか（1975）は日本から報告さ

れた T. platycephalus と T. rashiの扱いに関して

Mead (1972)の見解を支持したうえで T. asperの

和名をサガミマンザイウオとした．望月（1984e）

は T. asperの和名をマンザイウオとし，サガミマ

ンザイウオとラッシュエチオピアをマンザイウオ

の異名とした．なお，“マンザイウオ ”は，益田

ほ か（1975） で は Taractichthys steindachneri 

(Döderlein, 1883)に対して用いられた和名であり，

望月（1984e）がマンザイウオの名称を Taractes 

asperの和名にあてた理由は不明であるが，波戸

岡（2000）も T. asperの標準和名をマンザイウオ

とした．前田・筒井（2003）はマンザイウオを北

海道太平洋沿岸と日本海沿岸から報告し，瀬能・

北村（2003）は本種の幼魚がユウレイクラゲ

Cyanea nozakii Kishinouye, 1891に付随し遊泳する

姿を伊豆大島秋の浜の水深 6 mから水中写真に基

づき報告した．記載標本は詳細な産地が不明であ

るが，鹿児島県におけるマンザイウオの標本に基

づく初めての記録である．

Taractichthys steindachneri (Döderlein, 1883)

ヒレジロマンザイウオ　（Fig. 9）

標本　3個体（体長 207.5–340.0 mm）：KAUM–

I. 41046，体長 340.0 mm，鹿児島県与論島沖，

2011年 8月 22日，釣り（茶花漁港にて購入），

KAUM魚類チーム；KAUM–I. 62427，体長 207.5 

mm，指宿市開聞岳沖（31°02′39″N, 130°15′59″E），

250 m，2014 年 6 月 17 日， 延 縄， 不 破　 茂；

KAUM–I. 63214，体長 228.4 mm，大隅海峡（佐

多岬と種子島の間；30°53′N, 130°47′E），110 m，

2014年 9月 1日，釣り（種子島漁協市場で購入），

高山真由美．

記載　背鰭軟条数 33–36；臀鰭軟条数 26–28；

胸鰭軟条数 19–21；縦列鱗数 36–38；背鰭前方鱗

Fig. 8. Fresh specimen of Taractes asper. KAUM–I. 10567, 549.0 
mm SL, Kagoshima Prefecture, Japan.
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数 29–30；第 1鰓弓上枝上の鰓耙数 2–4；第 1鰓

弓下枝上の鰓耙数 10–11；第 1鰓弓総鰓耙数 13–

14．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

尾叉長 112.9–117.1；体高 49.7–55.0；体幅 14.5–

17.3；頭幅 14.6–16.2；背鰭前長 41.7–42.6；臀鰭

前長 53.8–55.3；腹鰭前長 29.0–32.6；胸鰭前長

29.5–33.4；背鰭基底長 54.9–57.2；臀鰭基底長

46.1–47.5；背鰭起部から胸鰭起部までの長さ

35.0–37.9；胸鰭長 31.2–36.6；腹鰭長 8.5–9.8；背

鰭第 5軟条長 43.1–48.2；臀鰭第 5軟条長 7.0–7.8；

尾鰭上葉長 28.2–30.2；尾鰭下葉長 30.0–30.3；尾

鰭中央軟条長 13.0–16.0；尾柄長 13.6–15.2；尾柄

高 6.0–6.2；頭長 28.9–29.3．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

23.9–28.6；眼径 18.7–25.4；眼隔域幅 33.9–36.7；

上顎長 49.3–53.5．

体はやや側扁し，後ろに行くほど側扁する．体

の輪郭は背腹が同程度に膨らむ．体背縁は吻端か

ら背鰭起部にかけて緩やかに膨らみ，そこから背

鰭基底後端にかけて緩やかに下降する．体の腹縁

は下顎先端から緩やかに膨らみ，臀鰭起部で折れ

曲がる．尾柄部の体背縁および体腹縁は体軸と平

行で直線状．両眼間隔は突出する．胸鰭起部は背

鰭起部よりも前方，鰓蓋後縁直下付近に位置する．

胸鰭基底下端は背鰭第 2軟条起部直下に位置する

が，体長 340.0 mmの個体（KAUM–I. 41046）で

は背鰭起部よりも前方に位置する．胸鰭後端は尖

り，背鰭第 18–23軟条起部直下，臀鰭第 12–13軟

条起部直上に達する．胸鰭基底部内側に前後方向

に細長い鱗が 4枚ある．腹鰭起部は鰓蓋後縁より

も前に位置し，基底後端は胸鰭第 2軟条起部直下

に位置する．たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 3–6軟

条起部直下に達する．体長 340.0 mmの個体では

背鰭起部直下に達しない．腹鰭は腋鱗を有する．

背鰭起部は胸鰭基底後端と臀鰭起部との間に位置

し，背鰭基底後端は臀鰭第 25軟条起部直上から

臀鰭基底後端直下の間に位置する．臀鰭起部は背

鰭第 9–17軟条起部直下に位置する．臀鰭基底後

端は背鰭基底後端直上か，僅かに後ろに位置する．

背鰭と臀鰭の前部はそれぞれ著しく伸長し，鎌状

になる．胸鰭基底部および尾鰭は細かい鱗に被わ

れる．尾鰭は二重湾入型で，上下両端は伸長し，

中央部が膨出する．体側鱗は縦長の円鱗で硬く，

剥がれにくい．頭部，主上顎骨，鰓蓋，峡部，背

鰭および臀鰭は被鱗するが，下顎，吻部および前

鰓蓋骨後縁は無鱗．頭部被鱗域の前縁は眼の中央

間に達する．体側中央から後部にかけての鱗は中

央が棘状に隆起する．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状であ

るが，主鰓蓋骨後縁は円滑．鰓耙は細長く鰓弁よ

り短い．鰓耙の先端は丸い．擬鰓を有する．眼お

よび瞳孔は背腹方向に長い楕円形．鼻孔は 2対で

眼の前方に位置する．前鼻孔は円形，後鼻孔は背

腹方向に長いスリット状を呈し，互いに近接する．

総排泄孔は臀鰭起部前方に開孔する．上顎後部に

は鋭い円錐形の歯が 1列に並ぶが，前方に行くに

したがって複数列になり，前縁で 3列となる．口

蓋骨には鋭い歯が 1列に並び，鋤骨には数本の歯

が密生する．下顎には 2列の鋭い歯が並ぶ．口裂

は大きく斜位．主上顎骨後縁は丸みを帯び，瞳孔

後縁直下より僅かに前方に位置する．

色彩　体背面および体側面は一様に青みが

かった黒色．体腹面は一様に鈍い銀白色．背鰭を

覆う鱗は鉛色を呈し，各軟条は灰白色で鰭膜は淡

い墨色．臀鰭を覆う鱗は銀白色で，各軟条は黒み

がかった灰色．尾鰭は黄色がかった鉛色で，後縁

および中央部は灰白色．腹鰭は淡い鉛色．胸鰭は

淡い緑黄色．虹彩は金色で，瞳孔は青みを帯びた

黒色．

分布　南アフリカからアメリカ・カリフォル

ニアにかけて，北緯 40°から南緯 40°の間のイン

ド・太平洋に広く分布する（Mead, 1972; Last and 

Moteki, 2001；波戸岡・甲斐，2013）．国内では宮

城県から土佐湾にかけての太平洋，北海道，青森

県，新潟県，山口県の日本海，沖縄舟状海盆，九

州 ― パラオ海嶺，与論島，沖縄島（蒲原，

1937；本間・水沢，1966；Mead, 1972；谷津，

1997d；山田ほか，2007；河野ほか，2011；三浦，

2012； 波 戸 岡・ 甲 斐，2013； 岡 本，2014c; 

Shinohara et al. 2014；本研究），鹿児島県薩摩半島

南岸，種子島，および奄美大島（本研究）から報

告がある．
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備考　記載標本は，胸鰭後端は臀鰭起部を越

えて伸長し，臀鰭第 12–13軟条基部直上に達する

こと，臀鰭軟条数が 26–28であること，および背

鰭と臀鰭が被鱗することなどが Mead (1972)や

Last and Moteki (2001)などによって定義された

Taractichthys属の標徴と一致した．また，縦列鱗

数が 36–38であること，背鰭前方鱗数が 29–30で

あることなどの特徴が Mead (1972)や Last and 

Moteki (2001)，波戸岡・甲斐（2013）の報告した

Taractichthys steindachneriの標徴とよく一致した．

本 属 は 世 界 で 本 種 と Taractichthys longipinnis 

(Lowe, 1843)の 2種のみが知られる（Mead, 1972）

が，T. steindachneriは縦列鱗数 38以下であるこ

と（T. longipinnisでは 39以上），背鰭前方鱗数が

31未満であること（32以上）から識別される

（Mead, 1972; Last and Moteki, 2001； 岡 本，

2014c）．

Taractichthys steindachneriは東京魚市場で水揚

げされた個体に基づき，Döderlein in Steindachner 

and Döderlein (1883)によって Argo steindachneriと

し て 記 載 さ れ た． そ の 後，Steindachner and 

Döderlein (1884) は Argo steindachneri を Brama 

longipinnisの新参異名とし，本種の和名をエボシ

ダイとした．Jordan et al. (1913)は本種の和名をマ

ンザイウオまたはエボシダイとした．宇井（1924）

は和名をツボダヒとして，和歌山県から

Quinquarius japonicus を 報 告 し た が， 図（ 第

三十六圖）から判断すると，これは Taractichthys 

steindachneriであると考えられる．蒲原（1937）

は高知県から得られた全長 700 mmの個体に基づ

き Taractes princepsとして Taractichthys steindachneri

の記載を行い，同時に和名ヒレジロバンザイウオ

を提唱した．また，蒲原（1950）は Taractes 

princeps を高知県と和歌山県から，Taractes 

steindachneriを東京と高知から報告し，それぞれ

和名をヒレジロマンザイウオ，マンザイウオとし

たが，これら 2種の違いは記述されておらず，こ

れらの何れも Taractichthys steindachneriと思われ

る．Okada and Suzuki (1956)は三重県尾鷲市沖か

ら 得 ら れ た 体 長 70.5 mm の Taractichthys 

steindachneri 1 個体を Taractes steindachneri とし

て，和名をマンザイウオとして報告した．Abe 

(1961)は神奈川県足柄下郡真鶴町の沖から得られ

た体長 132 mmの Taractichthys steindachneri 1個

体を Taractichthys longipinnisとして，和名マンザ

イウオまたはヒレジロマンザイウオとして報告し

た．本間・水沢（1964）と本間・水沢（1966）は

それぞれ新潟県佐渡ヶ島と新潟県糸魚川市能生町か

ら Taractichthys steindachneri を Taractichthys longipinnis

として，また和名をヒレジロマンザイウオまたは

マンザイウオとして報告した．Mead (1972)は東

京 魚 市 場 に 水 揚 げ さ れ た Taractichthys 

steindachneri 2個体，神奈川県足柄下郡真鶴町の

沖から得られた 1個体を報告するとともに

Taractichthys steindachneri と Taractichthys 

longipinnisがそれぞれ別種であることを示し，日

本近海に出現するのは Taractichthys steindachneri

のみであるとしたが，本種の和名に関しては言及

していない．益田ほか（1975）は，Taractichthys 

steindachneriの国内における分布を相模湾および

新潟県以南とし，その和名をマンザイウオとした．

望 月（1984g） は 国 内 に お け る Taractichthys 

steindachneriの分布を相模湾および新潟とし，そ

の和名をヒレジロマンザイウオとした．岡村

（1985a）および谷津（1997d）はともに和名をヒ

レジロマンザイウオとして，それぞれ沖縄舟状海

盆の水深 320–360 mから得られた Taractichthys 

steindachneri 1個体（BSKU 29816，体長 302 mm）

および高知市中央市場に水揚げされた 1個体を報

告した．山田（1986b）は Taractichthys steindachneri

を東シナ海から報告した．波戸岡（2000）は，

Taractichthys steindachneriの国内における分布域

を相模湾以南，新潟県および東シナ海とし，その

和名をヒレジロマンザイウオとした．山田ほか

（2007）はヒレジロマンザイウオの東シナ海にお

ける漁獲状況を報告し，河野ほか（2011）は本種

を山口県深川湾から報告した．また，三浦（2012）

はヒレジロマンザイウオが稀に沖縄島近海で釣獲

され，クロマンタイまたはハタギーラと称される

ことを報告し，岡本（2014c）は本種 1個体（KAUM–

I. 41046）を与論島から報告した．Shinohara et al. 

(2014)はヒレジロマンザイウオを沖縄諸島北方沖
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から報告し，池田・中坊（2015）は紀伊半島沖か

ら得られた本種 2個体［WMNH-PIS-WW 15507 

(1)，体長 582 mm；15507 (2)，357 mm］を報告し

た．したがって，これまでヒレジロマンザイウオ

の国内における分布は上述の「分布」の項のとお

りであり，本報告は本種の鹿児島県本土と大隅諸

島からの標本に基づく初めての記録である．

なお，現在マンザイウオとエボシダイの名称

はそれぞれ Taractes asper Lowe, 1843（シマガツ

オ科）と Nomeus gronovii (Gmelin, 1789)（エボシ

ダイ科）の標準和名として使用されている（波戸

岡・甲斐，2013；中坊・土居内，2013）．

　まとめ

日本から記録されているシマガツオ科魚類 6

属 10種（波戸岡・甲斐，2013; Hibino et al., 2014）

のうち，本研究では鹿児島県から 6属 9種が確認

された．これらは鹿児島大学総合研究博物館に保

管されている標本に基づく記録であり，水中写真

や国内外の研究機関に保管されている標本を含ん

でいない．本研究で確認されなかったツルギエチ

オピア Taractes rubescensであるが，日本国内で

は青森県，新潟県，富山湾，若狭湾，東シナ海，

駿河湾，沖縄島に分布するとされており（波戸岡・

甲斐，2013），分布の空白域である鹿児島県から

も標本が得られる可能性は高いと考えられる．

　謝辞

本報告を取りまとめるにあたり，標本の採集

に際しては，内之浦漁業協同組合，笠沙町漁業協

同組合，種子島漁業協同組合，与論町漁業協同組

合，および鹿児島市中央卸売市場魚類市場の関係

者の皆様，田中水産の田中　積氏，前川水産の前

川隆則氏，鹿児島大学水産学部の不破　茂氏なら

びに増田育司氏には多大なご協力をいただいた．

鹿児島大学博物館魚類分類学研究室の吉田朋弘氏

には，本稿に対し適切な助言を数多く頂いた．こ

れらの方々に謹んで感謝の意を表する．標本の作

成・登録作業などを手伝ってくださった原口百合

子氏をはじめとする鹿児島大学総合研究博物館ボ

ランティアの皆さまと同博物館魚類分類学研究室

の皆さまに厚く御礼を申し上げる．本研究は，鹿

児島大学総合研究博物館の「鹿児島県産魚類の多

様性調査プロジェクト」の一環として行われた．

本 研 究 の 一 部 は JSPS 科 研 費（19770067，

23580259，24370041, 26241027, 26450265），JSPS

アジア研究教育拠点事業「東南アジアにおける沿

岸海洋学の研究教育ネットワーク構築」，総合地

球環境学研究所「東南アジア沿岸域におけるエリ

アケイパビリティーの向上プロジェクト」，国立
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Fig. 9. Fresh specimen of Taractichthys steindachneri. KAUM–I. 
62427, 207.5 mm SL, Ibusuki, Kagoshima Prefecture, Japan.
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